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去る平成3年9月14日(土)2時 から4時 半まで奈良県文化会館2階 の合同研修室にて平成3

年度の奈良大学社会学部公開講座が開かれた。ちょうど折 しも台風接近 という雨風の降りしき

る最悪の条件であった。当初は参加者が少なくなるのではないかと心配されていたが、予想に

反 し総勢127名 もの参加を得ることができ会場は予備の椅子を出さなければな らないほど人で

あふれ上がった。その内訳は、一般参加者は98名(男 性18名 、女性80名)、 学生参加 も22名を

得た、(奈 良大学生20名 、奈良女子大学生2名)。 奈良大学か らは教員他5名 およびパネ リス

ト2名 であった。

参加者の年齢構成をみると、60歳以上が14名(11%)、50歳 台が18名 、(14.2%)、40歳 台が

21名(16.5%)、30歳 台が36名(28.3%)、20歳 台27名(21.3%)、 不明が11名(8.7%)と いう

ように各世代か らの参加者を得た。

今回のテーマは 「新 しいライフデザインを考える一一女性がエキサイ トする社会にむけて、家

庭、地域、職場か らの構想」というまさしく時代の変化を見越 したテーマであったと思われる。

今回は2名 の外部か らパネリス トを招いて行われた。ひとりは、奈良文化女子短大講師であり

関西女性学研究会代表の槙村久子氏 と、もうひとりは、花王生活科学研究所消費者交流室長で

ある酒井澄子氏であった。

講座はこれらの外部のパネ リス トの他に桂が加わり、3名 のパネ リス トと、全体のコーデ ィ

ネイターとして、社会学部助教授の松戸武彦、フロアー司会者 として社会学部助教授君塚大学

の計5名 のメンバーで進められた。

土田英雄奈良大学総合研究所長のあいさっののち、さっそく各パネ リス トからテーマに即 し

た問題提起がなされた。まず桂か らは、家庭生活か らみた21世紀のライフデザインについて初

題 し、その後、槙村久子氏か らは地域社会か らみた新 しいライフデザインの現状 と課題につい

て初題がなされ、最後に酒井澄子氏より、職場集団における現在の女性を中心 とした動きにつ

いて、経験豊かなキャリアか らみた問題点が提起された。

その後、フロアーからの質疑応答がなされ、さまざまな質問や意見が出され、まさ しくフォー

ラム形式の公開講座にふさわ しいフォーラムを開催することがで きた。

さまざまな意見や感想のなかで、その主なものを整理すると次のようになる。そもそもライ

フデザインという用語の概念に関する質問や、ライフスタイルとはいったい何であるのかとい

う用語そのものの使い方などについての質問がなされた。
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次に地域社会の環境問題(ゴ ミ等の問題)を ライフデザインとの関係のなかでどうように考

え、それぞれの地域社会でもってどのように実践 していくか といった具体的な問題解決に関す

る意見も出された。

家庭で介護が必要になって も、現状では男性が福祉の領域に参画する事が少ないのではない

か、もっと男性が介護を含め、さまざまなボランティア活動に参加 していけるようなプログラ

ムを行政は考える必要があるのではないかといった提言 も出された。

今の若い青年層、とくに学生たちがどのような生活意識をもっているのかについても多くの

質問が投げかけられた。とくに最近の学生たちが ゴミを道端に捨てていくことをなんとも感じ

ていないというきびしい指摘 も出された。

それに対 して、参加 した学生のなかか らは、たとえ数のうえか らは少ないとはいえ、一部の

学生のなかには、熱心にボランティア活動に参加 している者がいると答える一幕もあった。

職場を含め、企業事態 も地域社会の0員 としての役割を担わなければならない時代がやって

きた。企業市民(フ ィランスロピー)と しての生 き方や、職場内での女性たちの発言が多 く取

入れられ、かつての男性原理か らはや く脱却 し、企業や職場が大 きく今後変化 してい くのでは

ないかという意見が出された。

今回の公開講座は、一般市民を対象としたフォーラム形式の講座であったために参加者の層

が多様であり、 しかも職種も多彩であったことが特色であったといえる。そのような意味から

すれば、さまざまな層の市民に社会学部の存在を少 しで も知 って もらえる機会となったのでは

ないかと思われる。

ただし、テーマの範囲があまり広すぎたため、若干論点の焦点がぼやけた感があったことは

今後の課題 となる。

この公開講座を企画、立案そ して運営を学生たちと共になし得たことはもう0つ の大 きな成

果で もあった。

最後に関係各位にこころから謝辞を申 し添えたい。
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